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  皆勤賞 

 

                                        校長 加藤 仁 

 
 先日飯能市のある学校長とお話しする機会がありました。飯能市の吾野地区の中学生のなかには、公立中な

のに電車で通学している生徒がいるということを聞きました。校区が広いために、このようなことが起きてい

るということでした。そういえば、４年生が遠足で行った顔振峠あたりの小学生は、山道で、学校まで距離も

あるのでスクールバスで登下校することを、かつて聞いたことがあります。しかし、今ではそのあたりに小学

生がいなくなり、スクールバスも来ないということでした。 
 ところで、私は、所沢小学校に通っていました。当時の所沢小学校は３０００人もの児童がいる、マンモス

校でした。私の学年は８クラスあり、上の学年は１０クラスもありました。学校の周囲の道は、登校時間にな

ると子どもたちであふれていました。たくさんの子どもたちのため、木造校舎が幾棟も並んでいました。休み

時間の広い校庭は高学年に占領され、低学年や中学年は、校舎と校舎の間の中庭が遊び場でした。 
 そして、私たちの通学班は毎朝、路線バスで通学していました。バス代は子ども５円。大人１０円でした。

約５０年前、私が住んでいるあたりは家がまだ少なく、学校まで遠いため、バス通学が認められていたようで

す。今では、家が立ち並び、明峰小学校ができ、近所の子どもたちは当たり前のように歩いて通学しています。

当時、雨の日はバスがすごく混んでいて、乗せられないので、停留所に止まらないで行ってしまうことが何

度もありました。その度に、学校間に合うだろうか？と思ったものです。また、帰りに行先の違うバスに乗っ

てしまって、どうしようかと困ったこともありました。 
 そんな時代、学校には皆勤賞という賞がありました。卒業式の時、卒業証書の他に、６年間欠席がなかった

子どもに、木造の講堂と呼ばれていた大きな建物の壇上で校長先生が手渡してくださいました。私の母は自分

の子が賞状などめったにもらえない子だとわかっていたようでした。でも、子どもの健康面には自信があった

のか、この皆勤賞をとらせたいと思っていたようです。確か、４年生の時だったか、熱が出て、学校を休みた

いと思いました。母に話すと、学校に行きなさいと言われました。調子が悪かったら、先生に話して、早退さ

せてもらいなさいと付け加えられました。その日は、学校に行ったのですが、すぐ帰されました。家で寝てい

ると、母が帰ってきて、私のおでこに手を当てて、『熱が下がってる。今日学校に行けてよかった。明日は休

みだから、ゆっくり寝てていいよ』等話してくれました。その後、私は一回も休まず、見事卒業時に皆勤賞を

いただきました。母の願いをかなえたのかもしれません。 
その頃は、欠席と出席停止、遅刻、早退との違いが大きかったと思います。欠席するということは皆勤賞が

もうもらえないことを意味していたのです。だから、なるべく欠席させないよう多くの親が考えたと思います。

しかし、今では皆勤賞はどの学校も無くしています。かつての私のように無理をして学校に登校することを戒

める意味合いでしょう。 
校長となった今、６年間の皆勤賞がないことはやはりよいことだと思います。また、一方では、皆勤賞をと

らせたかった、母の思いもありがたかったと思っています。 

めざす学校像 
「みんなが元気で明るい

きれいな学校」 



１０月の行事から 

    １２日 ５・６年生 市内体育大会          １４日 １～４年生遠足 

     ２９日 いるまのコンサート            ２９日 ふれあい広場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   
 

 通学路について 

 毎朝、北上集会所前の歩道に立っていて、子どもたちやドライバーの様子を見ています。ほとんどの子

が元気に「おはようございます」と声をかけてくれます。子どもから、元気をもらっているような気持ち

になります。またドライバーの中には、旗を出す前に止まってくれる方も時々いらっしゃいます。 
 学校前の道は、入間野小学校から入間野中学校まで、スクールゾーンになっています。子どもたちは安

心してその道を通っています。しかし、このところスクールゾーンを無視して入ってくる自動車やオート

バイが多くなっています。実に危険なことです。また、土曜日はスクールゾーンが解除されたままなので、

児童、生徒が登校する土曜日は、立哨指導の職員を増やして対応しています。お蔭様で、今のところ事故

はありませんが、規則やマナーを守った大人が増えることを願っています。  

 学校公開日 

 １０月２９日は学校公開日でした。３・４時間目のコンサートには多くの保護者の方に来ていただきま

した。また、午後のふれあい広場では、子どもも大人も楽しそうな顔があふれていました。「元気で、明る

く、きれいな学校」を目指して教育活動を進めていますが、その具体的な姿を見るように感じ、たいへん

うれしく思っています。特に、前日にボランティアの方々が花壇にたくさんの花と、チューリップの球根

を植えてくださいました。また、当日多くの保護者や地域の方々にお世話になり、ふれあい広場は大成功

に終わったと感謝しています。お蔭様できれいな環境できれいな心があふれた日になりました。 


